
群馬ふるさとづくり奨励賞受賞　稲含塾
　県内で独自の優れた地域づくり活動に取り
組んでいる団体を顕彰する「群馬ふるさとづ
くり奨励賞」（県地域づくり協議会主催）に野
外活動グループ「稲含塾」（浅香勇二代表）が
選ばれ、８月11日に役場で表彰式が行われま
した。　
　稲含塾は12年にわたり秋畑地区を中心に
活動し、町内の子どもたちに登山や野外調理、
川遊びなど年間を通してさまざまな自然体験
活動の機会を提供しています。
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優勝はイーグルス　少年野球大会　
　町少年野球大会が８月８・９日に甘楽総合公
園野球場で開かれ、新屋イーグルス（井澤将勝
監督・野口  駈主将）が優勝しました。試合結
果は次のとおりです。
　優　勝　新屋イーグルス（右写真）
　準優勝　小幡ロイヤル　
　第３位　福島ガッツ

　活動を支える町民有志のボランティアは、地
元の自然資源の魅力、そして人とのつながり
や温かさを子どもたちに肌で感じてもらい、大
人になっても「自分のふるさと」を誇りに思っ
てくれたらと願い、参加・協力しています。
　浅香代表は「自然の中での子どもたちの生
き生きとした笑顔と『また参加したい』という
声が原動力。活動できるのは、町の自然が豊
富で、応援してくれる人の温かさがあるからで
す。関係者や子どもたち、保護者にもお礼を
伝えたい」と話されました。甘楽の自然を満喫できる「川遊び」（2018年）

　新屋イーグルス・野口主将
　「６年生にとって最後の甘楽町大会ができて、
　  うれしかったです！」　
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ワクワク楽しいお買い物  ～子育てサロンさくらんぼ～
　民生委員・児童委員が子育てを応援する
「子育てサロン さくらんぼ」では、毎月第１・
第３水曜日（午前10時30分～11時30分）に、
にこにこ甘楽の子育て支援センターで読み
聞かせやイベントなどを行っています。
　８月19・20日には、子育て支援センター
の保育士の協力を得て「お買い物ごっこ」
が開かれました。午前・午後計４回で親子
39組が参加し、夏らしさ満点の店で買い
物やゲームを楽しみました。参加した堀川
航汰くん（金井）は「さかなつりがたのし
かった」と笑顔で話してくれました。銀行のＡＴＭでお金を受け取り

夏休みの貴重な体験　公民館子ども教室
　町公民館で小学生を対象にした夏休み子ども教室が行
われました。今年は、新型コロナウイルス感染症拡大防
止に配慮し、少人数制での開催となりました。
　８月５・６日の「読書感想文にちょうせん！」は、小柳
聡美さん（金井）を講師に迎え、２日間で７組15人の親子
が参加しました。児童は選んだ本を紹介したり、保護者と
対話しながら楽しく取り組みました。
　石塚雄斗さん（新屋小４年）は「自分で選んだ本で感想
文を書こうと思った。書き出しまでできた」と話し、母の
智美さんは「まとめ方など参考になり、新たな発見もあり
ました」と話されました。

　８月17・18日には、「〝みんなで作ろ
う″木工教室」が、とんぼ工房の柏葉
二三夫さん（白倉）を講師に迎えて開
かれました。
　17日の「ロールシロフォンを作ろ
う」では、低学年の児童13人が参加し
て円形木琴を作りました。また、18日
の「木の自動車を作ろう」には、高学
年の児童14人が参加し、創意工夫を
凝らした自動車を作りました。
　齋藤 旬さん（福島小１年）は「くぎ
を打つのは少し大変だったけれど、初
めて自分で木琴を作ることができてと
ても楽しかった」と話してくれました。

登場人物などを確認し、アドバイスを受ける参加者

創造力豊かな
子どもたちの作品

↑ くぎ打ちに挑戦
← ビー玉を入れて転がすと、
きれいな音色を奏でる
ロールシロフォン
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「ロールシロフォンを作ろう」

「木の自動車を作ろう」

好きなおめんを選び、「これください！」
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